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ヒト小臼歯の咬頭頂に観察された陥凹について
-D2s？"OS"ﾉ"sの「頂窩」との比較一
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Alargelacunaatthesummitofcuspofhumanpremolar

-ComparisonwithcrestalpitofDeswos"J"smolar-
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Ab､ract

Inthisstudy,alargelacunaatthesummitofthecuspofhumanpl･emolarisdemonStratedbytheobservationof

agroundsection.Thisspecimenprobablywasupperpremolarandhadlargeroundswellingwithmarginal l･imat

thetipoflingualcusp. Onalongimdinalgroundsection,thisspecimenhadmanyincremental lines(striaeof

Retzius) intheenamel・AremarkablestriaeofRetziusamongthemwasobServedanddividedtheenamel into

innerandouterlayer.TheinnerenamelfOnnedthecentl･alswellingatthetipofthecusp・ThisintenSeincremental

linereachedthebottomofthecentralswellin9.Theou[erenamel fOrme(1 themarginalrimandincremental lines

ofthislayerconveIgedatthebaseoftheswelling.

D2s’"OSi)'/zzS, livedintheMioceneintheNorthPacificregioll,hadalal･gelacunalikeacraterwithacentral

coneoneachmolarcusp. Ijiri(1939)sIIggestedthatalargelacunalikeacraterwithacentralconeofDeS？"osi)j"s

molarwasaclestalpi[.

Crestalpit(fOveolaapicistuberculidentis),reportedandnamedbyTokoroml937,isasmallpitonthecuspal

and/ormarginalridgeoftoothcrowninhumanandsomeothermammalianteeth.Smcethen・therehasbeen

argumentaboutrelationbetweenthese twofeatureS.Suzuki〃αﾉ6 (1999)offeredahypothesiSonthe

developmentalprocessofthecl℃stalpitofDes"10sM"molarbyhistologicalstudies.nlisspecimenofhuman

premolarhadhistological similaritytothecrestalpitofZ)鱈？"OS"IzjS. Itseems that thisspecimensuggests that

humanteethhavecapabilitytoformtheD""zOS""s likecrestalpit. It isneededtostudyaboutfactors

influencingchangesofmetabolismrelatedtoamelogenesis.

Keyword:頂窩(crestalpit),DeSWfOsi)'"鰯,成長線(incremental line)

2．材料と方法

本標本はヒト本標本はヒト

1 ．はじめに

本学学生実習用のヒト小臼歯縦断研磨標本から，咬

頭頂エナメル質に大きな陥凹と明瞭なレッチウス条が

観察される標本が発見された． この陥凹の形態は，中

央火口丘と外輪山様の二重構造をもつ束柱目の

Des"10s〃伽sの臼歯咬頭頂に存在する「頂窩」 （所，

1937；藤田ら, 1995)に類似し，同様の発生学的機構

によるものと推定された．このような形態は束柱目以

外の動物においてはこれまで報告がないと思われる．

そこで，光学顕微鏡ならびに走査型電子顕微鏡での観

察結果と若干の考察をここに報告する．

の上顎小臼歯の頬舌縦断面研磨標本で

ある．試料は粗砥，中砥をへて仕上砥（＃3000）まで

研磨され，およそl/2NのHCIにて約30秒エッチングし

バルサムによって封入された．

標本は光学的に反射実体顕微鏡，透過顕微鏡，偏光

顕微鏡を用いて観察されたその後標本を剥離して再

研磨し,ダイヤモンドペーストで鏡面仕上げをした後，

I/20NHCIでエッチングし, Au-Pdの蒸着を施して走

査型電子顕微鏡での観察に供した．
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ように走向し，緩い弧状を描いて外上方へ連続的に配

列していた（図2)．

内側と外側を区分する成長線がエナメル象牙境と交

わる部位には大きな段差が生じており，エナメル質が

象牙質側へ乳頭状の突起を出しているように観察され

た（図3）．エナメル質はこの部位を境に歯頚側では

その厚さを減じていた．この部位では象牙細管の走行

の乱れも観察された．本標本の象牙質の成長線は比較

的明瞭であるが，上記のエナメル質が突出している部

位から発している成長線が最も明瞭で連続性を保って

いた．ハンター・シュレーケルの条紋（シュレーゲル

条）はエナメル質の2/3の厚さにわたって明瞭であっ

た（図l) .内側と外側を分ける明瞭な成長線付近で

はシュレーゲル条の連続性が絶たれている像が観察さ

れた（図2） ．

走査型電子顕微鏡による観察では再研磨後のエナメ

ル質の厚さは160"mであり，標本に傾斜をつけて観

察すると，咬頭頂には中央隆起と外縁の隆起をもつ二

重構造の陥凹が確認された（図4）．中央隆起と外側

の隆起を分ける成長線は，咬頭の舌側のエナメル質に

おいてより明瞭に形成されていた． この成長線によっ

て区分された内側と外側のエナメル質においては，エ

ナメル小柱の走向は並列せず，シュレーケル条の横断

帯縦断帯には不連続性が観察された． しかし， シュレ

3．結果

本標本は残存長19.2mm,歯頚部での最大IIW98mm

で2咬頭をもち， 2根管性の単根であった．咬頭の大

きさや傾斜状態から上顎第1ないし第2小臼歯と判断き

れた．エナメル象牙境の高さと咬耗状態から，やや咬

耗の進んだ低い咬頭が舌側咬頭と判断された．中心溝

付近のエナメル質に標本作製中に生じたと思われる亀

裂が入っていた（図l) .

両咬頭ともにエナメル質全層にわたって明瞭な成長

線（レッチウス条）が観察された．各咬頭をみるなら

ば，外側すなわち歯冠の頬側面と舌側面を形成するエ

ナメル質に明瞭なレッチウス条が観察された．そのう

ちでも，舌側咬頭の舌側のエナメル質が最も明瞭なレ

ッチウス条の観察された領域であった．特に，中央の

隆起と外輪山様の隆起の境界に相当する領域ではレッ

チウス条が明瞭であり，これを境にエナメル質を内側

と外側に区分できた． このうち外側のエナメル質にお

いて成長線がより明瞭であり，成長線の間隔は内側に

比較して不規則であった（図2）．舌側咬頭の最も明

瞭なレッチウス条は連続し，咬頭にドーム状の中央隆

起を形成していた．外縁をなすエナメル質は外輪山様

に中央隆起を囲み,咬合面の高さは中央隆起と同じか，

それをわずかに越えていた．外緑のエナメル質の成長

線はこの中央隆起の基部にあたる陥凹の底に収束する
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質に覆われた多数の小さな陥凹が観察され，連続した

成長線をたどることは困難である．本標本に刻印され

た明瞭な成長線はヒトの上顎小臼歯であるため，出生

後の大きな代謝変化を反映して二重構造を持つ陥凹が

形成されたことを示している．すなわち，デスモスチ

ルス型として区別してきた二重構造をもつ頂窩は，条

件によってはヒト型の頂窩をもつ動物にも出現するこ

とを示唆している．束柱目以外の動物で咬頭頂に二重

構造を持つ陥凹が見出されたことは，これまでその関

係が明確でなかった2つの型の「頂窩」形態の関係に

ついても示唆を与えるものである．

D鱈加“"“の大臼歯には必ず頂窩が存在するが，歯

の発生における頂窩形成期には大きな代謝変化があっ

たと考えられる． しかし,Des"@0sリノ"sの発生過程で生

じる恒常的な代謝変化の要因が何であったのかは確定

できていない．現在，本標本の微細構造の研究を進め

ており． より詳細な報告を予定している．

一ケル条の不連続性の程度は咬頭の頬側では不明瞭で

あり.舌側においても部位によって差異が認められた．

4．考察

所(1937)はヒトおよびその他の動物の歯結節（す

なわち咬頭や副咬頭など：著者注)，切緑結節，周縁

隆線の頂部に存在する陥凹を「歯結節頂小窩｣，略し

て， 「頂窩」 (fOveolaapicistuberculidentis,crestalpit)

として記載した．その後， ヒトに存在する頂窩の形態

はエナメル質に存在する円錐型の小さな陥凹とされ

(後藤・細谷, 1985;GotoandHosoya.1988),エナメ

ル質表面から陥入している異常管との違いなどが議論

されてきた（新井. 1938;高橋, 1984) .一方，井尻

(1939a,b)は,Des班OS〃ﾉ"sの臼歯の咬柱頂部に存在す

る大きな陥凹は所によって頂窩として記載された歯冠

咬頭部の陥凹に相当する，と指摘した．しかし同時に，

所の頂窩の定義が直接DBs7"""/"sのそれに当てはまる

か否かは問題である， としている．著者らは頂窩をヒ

ト型とデスモスチルス型に区別し， これまでデスモス

チルス型の頂窩についてその形態や形成様式を明らか

にしてきた(鈴木・小澤、 1999).今回観察されたヒト

の小臼歯における二重構造の陥凹は，咬頭頂に中央隆

起がありその外側を外輪山様の隆起が囲み，走査型電

子顕微鏡での立体的な形態からも束柱類(Des"20s"ﾉ"s，

Pα""""do"")の臼歯咬頭頂に存在する頂繊に対比

しうるものである．更に舌側咬頭の縦断面では，中央

隆起と外輪山様の隆起は強く刻印きれた成長線によっ

て境界が示され，内外2つのエナメル質の層に区分さ

れる．両層の成長線の走向は，咬頭頂に近づくにつれ

てその違いが明瞭になり，外側エナメル質の成長線が

内側エナメル質との境界部の職の底に収束する．そし

て内側のエナメル質の成長線は連続的に並行しドーム

状の中央隆起を形成し，外側のエナメル質の成長線は

さらに外上方へ連続していく． このような組織構造は

Deshzos〃〃sの頂窩の縦断面に対･比しうるものである

(鈴木・小澤, 1999)

鈴木・小澤（ 1999） は発生段階の異なる

Dgs7"osiyIz4s臼歯の成長線と組織構造を検討することに

よって，頂窩の形成様式を明らかにしてきた．本標本

の咬頭頂の陥凹は明瞭な成長線を境に中央隆起と外縁

の隆起を形成し，外側の成長線が両隆起の境界部に収

束している点からDgsl"0s"ﾉ"Sの頂窩形成様式に比較

できるものと考えられる．

一方,D鱈'"0sり'吻崎の頂窩と異なる点は，歯冠セメン

ト質を形成しないこと，咬頭頂においてエナメル象牙

境から中央隆起咬合面までのエナメル質が厚いことが

あげられるDas7720s"ﾉz心の頂窩はセメント質の沈着が

顕著であり，中央隆起のエナメル質表面にもセメンl、
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